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平成 6年 11月 13日（日）

於団本部ハウス長休広間

総会終了後 団懇親会於 「ひょうたん」上立売通寺町西入



年次総会次第及び議 案 ｜ ご挨拶

開会式

1，開式の言葉

2，国旗儀礼

3，礼拝

4，物故者黙梼

5，閉式の言葉

A 
Z玄 議

1，団委員長挨拶

2，議長・副議長の選出

3，議長挨拶

4，記録係の任命

議案

①平成6年度各隊活動、団行事報告。

②平成6年度収支決算報告。

③平成6年度各隊指導者並びに団委員の解任。

④平成6年度顧問、育成会長、会計監査の選出。名誉会員の推薦。

⑤平成7年度団委員並びに役務分担承認、並びに委嘱状の伝達。

⑥平成7年度各隊指導者選任報告、並びに委嘱状の伝達。

⑦平成7年度活動計画について。

⑧平成7年度収支予算について。

⑨その他。

閉会式

1，開式の言葉

2，顧問の話

3，礼拝

4，国旗儀礼

6，閉式の言葉

三指

常日頃育成会の皆様には、京都 38団の育成にご協力賜り厚くお礼申し上げます．

団委員長を中心に団委員、各隊リ ーダーの並々ならぬご尽力により、団も立派な

固として育っている事を感謝申し上げます．

今年度も、各隊の上進者は満足出来る数と聞いております．大変喜ぶべきことと

思います。

ここで、 団創設者故小川玄諦先生のお言葉を皆様にお伝えいたします．

是近の世界情勢で貧困に苦しむ国の多い事は皆様にもご存じのことと思いますが、

民族、宗教の違いがその大なる原因となっている様です．これからのスカウト運動

は、国際的な視野・に立って青少年を育成せねばならないと思います．その様なこと

で世界的組織をもっボーイスカ ウト活動の存在は、大変意議のあるものと位置付け

し、皆機の御子息、逮に将来を託し、今後の日本いや世界の為に役立つ人になって頂

くためにも、スカウト活動にご理解とど協力を賜ります様お願い申し上げまして、

ご挨拶と致します．

弥栄

平成6年 11月13日

育成会長 西村泰一
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菊薫る候 3 8団育成会 団委員会 各隊指導者の皆様におかれま

しては、益々 御健勝のことと心より御慶び申し上げます。

今年の夏は巌暑に見舞われ、雨少なく日照りの毎日、そんな中で

のスカウト達の一年の総仕上げである訓育が、カブ隊は田村神社で

の舎営、ボーイ隊は滋賀県仏性野でのキャンプと九州での 11回日

本ジャンボリー参加、シニアー隊は北海道への遠征と、回全体では

日本を縦断的に活動したことになりました。 スカウト達は充実し

野外活動を満喫してくれたことと思います。

また、 11月5日には、上進式が行われ、スカウト達は決意（不

安もあろうが）を胸に、先輩スカウト達が歩いた道を求めて、上進

して参りました。 この上進式を持ちまして、今年度の全行事をつ

つがなく終了させていただきました。これもいとえに各隊指導者

団委員会 育成会各位のご尽力の賜物厚く感謝申し上げます。

当38団は、平成6年に創団35周年を過言なく過ごすことがで

きました。 この 35年の歴史は、放小川先生とスカウト、スカウ

ターそして、先輩育成会各位の御奮闘とご奉仕に寄るものと感謝致

すと共に、伝統あるサンパチの継承と更なる発展を誓うものであり

ます。 どうか指導者の方々には、スカウトの道を研錯していただ

きますと共に、育成会 団委員会においては、指導者を全面的にパ

ックアップしていただく事が、スカウト達の訓育へ基本であろうと

思います。 平成7年度も宜しく、ご奉仕をお願い申し上げます。

平成6年 11月13日

団委員長 下坂紀

の〆』
今
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長年、カプ隊のリーダーをしてきて今回初めて隊長と言うことで自信がなかった

のですが、しっかりした副長を3人もつけて頂き、全面的にパックアップして頂

き、隊長とは名ばかりでしたが何とかお蔭様で 1年を終えることができました。

隊長として何をしたらいいのかっという想いと、うれしいという想いが入り交

って、とにかく僕なりに一生懸命ゃれたと思っています。

今年は去年よりも、外へ外へ出るプログラムが多くて、かなりハードなものも

ありました。夏キャンプでは猛暑の続くなか、スカウト達の健康は充分心がけ楽

しく終えることが出来るのだろうかと心配していました。リーダー会議等も、副

長や副長補、それに若いリーダーが応援もしてくれたからだと思います。

結果としては、そんな事なく元気なスカウト達に惑心したことでした。

今年l年が過ぎ、いろいろ反省することも多々ありますが、来年はより一層充

実したプログラムが出来るよう、次のリーダーに期待している次第です。

最後となりますが、 1年間御奉仕、御協力をして下さった育成会の方々、各隊

本部に感謝いたしますと共に、楽しい1年間の経験をありがとうございました。

カフ占スカウト医業 怪家主主主 豆茸昆高三事圭β主主
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日本ボーイスカウト京都第38団カブ隊

平成7年度年間活動プログラム
(6. 9. 28) 

ブー マ 内 出谷 目 標 実施場所 さわがに担当 臣秀草担当 備 考

舞い上がれ
凧 作 り 工 作 出雲路橋西詰 1/ 8（日）僕らの希望

白銀は招くよ 雪中ハイク
いつも
北山方面 2/ 5（日）

元気

都会の自然を求めて サイクリング 体力作り 御 所 3/ 5（日）

（キャンプのテーマ） 一泊キャンプ 基 本 花背山の家
4/ 1(土）
～2（日）

クッキングスカウト 野外料理 準 備
静原

5/ 7（日〕
キャンプ場

（カブラリーのテーマ） カブラリー 友 情 （未 定） （未 定）

グリーンパワー
自然教室

自然保護 植 物 国 7/ 2（日）PART I 

（キャンプのテーマ） 夏季キャンプ 協 力 北戸 生 ],f：三z~~敬簿き

動物はともだち
自然教室

動物愛護 動 物 園 9/ 3〔日）PART II 

たすきをつないで お別れ隊集会 記 録 鴨川周辺

資源を守れ 施設見学 観 察
清掃工場・

11/ 5（日）｜温水プール

目指せ救急救命士 救 急、 法 安 全 ハウス長休 12/ 3(8〕

~ ~ ~ ' 川ー
月例隊集会 原則jとして毎月第1日曜日
母の会 隊集会直後の木曜日 19:30～ （終了後リーダー会劃
団会議 原則として毎月第1日曜日 20:00～ 
本部会議 原則として毎月第2日曜日 19:30～ 
その他 デンコーチ会議組長＠組次長会議ァーマ委員会，父の会（随時）
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月 言JI(糸東伊司写琴 τr ？弓F 守子 弓三E

l l 基本 一一謹書し Lまり 幸昆恩議

l 2 団行事 『寸ナユ／ノミラヂ長室壬ヨキ寸』 ちかいの式

（案） 回行事

l 結索・通信 オミ一一イ Lまーコぞうし、、ょ 新年の集い

来斤A , i二、σ:Jfヨ宇佐刀

2 雪中ハイク 望書喜し、メvi三τf一一一

ま丸急・簡易料理 ζ二才一Lカ主

3 春季キャンプ 『 未定 』

4主 観察・計測 牛寺主受

サイクリング 言十努毛主主

5 野外料理 hLLr>.ε.； :r・;y ? 

6 ま丸急・観察・結索 E> ;y e し／＜ご之ら

7 備品整理・竹工作 ちゃ〆u と宇うやメu と~

芸芝キャンコア

ε3 夏季キャンプ 『 未定 』 京都キャンポリー

9 通信・計担I] 、ソーーと i'tz~すもま

うrーーと司烏く？

l 0 体力作り .d",『あ v、と~ 上進式

し、ーコ i£ あ~ずつ

三手足支 7 壬手E藍

喜明

去年の今ごろは隊長という仕事がこれほど大変なものとは知らず、ただ単に理

想ばかり追いかけていた。現在も理想、を持つことに変わりはないが、今日までの

隊長初体験は並大抵のものではなかった。ただ、この若輩ものの大きな支えとな

ったのは、 2名の副長のおかげである。入矢氏には決断の際の良きアドヴアイス

に助けられ、河合氏には物事に対する新鮮さとやる気にこちらも奮起させられた。

もちろん、シニアもしかりである。実質的な企画は彼らが主体になってやってく

れたところが多い。今年一年、本部全員がいたらない隊長を助けてくれた。

私が隊長をしての苦労や、今井が隊長になっての本部の迷惑話は、本年度の年

間活動報告書を参照して頂きたい。しかし、やはり報告書や感想文には出ない苦

労も各自様々持っている。その苦労の分、私たちは充実して活動できたことを今

となってはうれしく思っている。

もちろん、満足なばかりの 年間であった訳ではない。総じて欠点、を上げるな

らば、隊集会の企画のバランスが悪い。ハードだが楽しい隊集会がある一方、

楽でだらけてしまう隊集会などぱらつきが目立った年でもある。今後は一年間を

通してバランスの良い隊集会にしたいものだ。

今年は発見が多い年であったとしみじみ思う。特に、 5月に実修所に入所し、

そこでの発見、またそこから生まれた疑問を原隊に帰ってから発見したこと様却

である。ただ、自分への当初からの課題がまだ、消去できていない。それは、

隊長としてスカウトに対する姿勢である。私自身のキャラクターではあるものの

もっと優しく、どっしりかまえていることが出来なかった。 「隊長としての態度」。

これをもっと考えなくては行けない。

最後に、今年も問題点になった「指導者不足」に付いて、今後も課題を残す。

今年の本部全員良くやってくれたが、やはり長年やっているせいもあって、だら

けがあることはいやめない。そこで必要となってくるのは、 RSやそれ以上の

指導者の確保である。その意味でも、夏キャンプでのRSの奉仕は大変助かった。

今後は、臨時ではなく BS本部の一員として活躍することを強く要望する。また、

団員や保護者の方々の絶大な理解と協力には、言い表せないほどの感謝を持って

いる。本当にありがとうございました。今後ともよろしくお願いいたします。

今井ボーイ隊隊長

し一て罪主主主主をと

京医語主多集委皇室Lま、 厚長貝lJとし寸ご月σ〉葺受染冬日日謹に守二子う。
行事予定は平成6年11月 7日現在のもの。

7 向。



シニアー活動はどこに？
No 

SSL 末吉央伯

今夏には久しぶりに北海道へ移動キャンプを実施したが、中味を隊長は高く評

価出来ないでいる。それはスカウトが若さを失っていると思うからである。つま

りなにかにつけ、楽を求める様子が伺える。それは苦労をして始めて得られる喜

びを見出だしていないことを残念に思うからだ。

今年、固から新しくド ムテントはじめガスコンロ等を備品として購入して頂

き、それらを活用すべく、 6月に広河原野営場で2泊3日の固定キャンプを実施

した。期間中、アマコの薫製作りや、伏条台杉探査等が行ったが、そのときにい

ささか面倒なことや、苦しいことを経てはじめて楽しさが得られることの体験を

したはずなのだが、それが生かされてないと思う。

パラシュートハイクに始まって、カワセミハイクに終わるシニアi款の活動が、

今年はカワセミハイクが参加可能者1名ということで、中止となって何か締めく

くりの無いものを感じるのは、隊長だけなだろうか。

自主的でなく、やらされているという活動はもう卒業して欲しいものだと、い

つも期待してはいるのだが、隊長がうるさくいうのでレポートを提出するとか、

計画に揚げていたから、ではやりましょうかと、何か他人事のような取り組みが

多いように思われてならない。

しかし何も要求しないかと思えば、けっこう楽をするためのアイデアだけは持

ち出して来る。それはそれで悪いことではないのだが、それに理解を示しでも、

最低のやるべきこと（権利に対する義務というようなもの）がおろそかになってし

まっているのではないだろうか。

fex,L. ,iJl .. 
J〕，， > 

1r4-s.s蔓零持動キャνア報告事竺に2面

（）まか村） 静舎者 出口3告穿
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サンパチンニ7の行方はつ（1994)

カヌーはなんどやっても面白いロ 9/18

次期の隊長に「榎本（言也氏 J をお

願L、し、快くお引き受けくださって

いるが、今の状態では、なんともご

苦労をお掛けするようで心苦しい。

何といってもシニア 活動は面白

くなくて何が活動と言えるだろうか。

小生自身隊長としてスカウトたちに

その入口を多く紹介して来たつもり

だが、今のところ鳴かず飛ばずとい

うところ。次の榎本隊長に見守って

頂き、本当のシニアリングが始まる

自タ Ii_ いて Ii. グ.：：：－－1~1永ぞが打てて／ 1~ゐ yρ プ／王主僻 a ;, 

~枚／年之の均，＼ e.z1トバグイ平／、 ,Lf乏の尚氏プえ7ρff久語ιじ
ずW 芥：lに ηぐiれ、 3千五件、れじ釘正)t:.$＼、主主足利こじ〈いイて九
B s角川的 'U／.品多ゴトシシ1/1!J久々 ／i.Bタコιべuk可七ヂ＼毛色 L私く
くI;}-fJ,今1i-"'' ~.｛仰わにく -fJI↑ 11\reVしイλ ぺむよ山の久）＼弘、ヂクT
島氏lに万L包イnイ戸、れ｛j!'¥ －今ジヲ I＇－.戸、対色村亡 -vi'＼－ぐ Zf'¥.' 
& JJl -1語、ふJて才手Lア内海氏：喜一片，,.s＿；：グー人fa,I又if／ペ，－；｝： :ffがい戸、と／レペヲ
もど丞Jj[E,.P'＇沢ι1v-fに州、「偽」tz.，件＇JI又Mベνぺ1.J.ρIff，ιv- ' 
H担金司仰ぐれ〈汁ょう。」 ι イ 1J万し小／考人去のち~ぞイグ級吹J号、者r"'ι 
-r，，二'Uし〈係包,;g－｛＿；、4イf之人ぐにj詐ι卓イιのfイd』主乏ιdり〆てし、Pfえ~＇
予f息A勾jif..1君4了匝ι五イ畠iブ管 Jよ／ι同のt瓦iく1手Aよ久ずb乙乙！にプ4巧で一f七非可、
目qi_P＇巧ι煽しG可れl
n$1ψパこ乙ι初、 :K&t8の本日111ti) %' 1 li；者牲点じがっイしわ大。
九円、丞＿rytL；，て主主わイ／ザErι 久ゥfι グー二う01住建ェ乞ブをペーνV
1.i'C二人ジ兵J泊予入l丈イょっオ山均。 自！／！ 叩げじめの 1iZ /¥_ IJ乙品tシゑ弱 l1・・7J.
;G?.bjι丞！｛Jl:.-守1:lー ィヲふ） 1ι.~てまth'(, ft.'41ずることf＼－イとく《んあヮfく＼ ω
／イ右h泊すbF、Ii ..\"ti~ 、〆~も tf .b 門 1＇－イ又市1J-p~1に ζじたいう7,1JI rら
／人判 "fOOOO足乙 ψ ）j~ fl!J f_ ..,,_ 4f1づてわ f_f}/f¥o 'j 4i-f1 移J宮古シ人/;J~ I人
約一 7001;)月中Lちの j未来乞糸川しJ.マ1<-.0 ゐ

p 希同 I¥ Jfベ均 4忘れ品、夫毛糸』〈叶Y）~L ηんは弘F刊＜;f/j__ if＇｛円札の p＇－＿ 争一日の
ょっ 1－：：＿刺-1t..~ え胸 1·~ 討す“ L 角氏〈ー＆〈小Ar "-'J 、伊＼〈ぐすじ;t_~1ぐ7
f~ Q角rt的院烹してt-1れしk舛ぢ手、 ！／17／乞イilJfl<Ji 73 ／：：，イミ以
·G1 ＇（＿ しい、~－－~f 1;-p一番乞！＇z司二ことヂ＼リ付帯 lにがれ f<..... 予

企庁同氏 A 角材含＇I九川並＃ら ／0に巧l同r:trJ!\ 乙－~内心-95
協祈iJ、イ＂］ ffj 乙 v•71-閉じれ｛＜..＿~身、品！手五千訓 p\·}) -( ~ ;f:..fJ色ι
5 v ~ f._. ＜＇｛，ぃr:.:.. h._J) ~身、 1多昨人材生ぞれじ乙Ii. 「 7Cfl\-c Iι 乙η
3五秒主神久lに件Ji1;J Gづもすれ久， ｛-fji¥ I~ 此タ千八円、 ／b 勾斤
2刻f''7芳＇） －＜：（＿問、治包！手山小以 μ 、I1にヒ争体l之山われ作
B討の二工／肘ーヲ 1＇－俗って！まじtl') てわFヴ f＇，.係 i_ 降白タの／じ l之 n~a") 
引直人包むイぇ1J-fユ］＇－...＿i<.YJ手界Jj／.＿干の友~－~~台、戸＼し f之江7 久u とノモ勺。
目見凶！にぺ仏ι、j-.4'¥Iに目白山内イ＇＜.＿JI〕のミーヴ4グナ屯 :f｝クイ fフ、ヴ1-J-..，、
グ三rs...佐 ,ffj-川（ I~ ,f;' ii__ろれf<.._＇！＿＿，・ノ更こう， ~~－ /'._ ＇－イ I<f-弟対ぺd投i

勾主主惟Tどっk戸 f象ゴ系人担ヴト I'<-/J-；：のイ在日久一 く）進三かハよヲパして
も今「fぇι ℃たう u

。
な、均す宇a

I
レたL

 

t
y」つ待

4

」長気をの

au 
9一



刷

て一年を振り返っ
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河北孝平ロパ隊チフ

., 

この一年は、チ フを任されてすくに、小川先生の追悼式があるなど、いろいろな

ヤ実主主手 …… 

／之日／デ D~マ） 1釘i！孝安？？

重立ι三干
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説明会

大きな行事が続きかなり大変な思いをしたが、下坂君や今井君、徳間君たちの協力により

何とか乗り切ることができ、感謝している。

今章者キヂコー

L井 rL1z 三.L@l …；r:d,K?~三 t:>S 一五i）ーで 毛JEJ.cl企！忍
主主作……季イ念日：

しかし毎週行っている隊集会は、いつもの決まったメン八←しか参加せず他のメンバ は

八イトなどで全く参加できないという状況なので、ンニアから上進してくる三人に期待

/. 'c\2ス~ •• u" L月2b.F-J.(8) J主.'2.人主主哉君埠差／／／］，

したい。
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トラヨ2超ふみ斡iι

一年間の活動で印象に残っていることは、ボーイ隊のキャンプに参加したことだ。

最初に一泊して最後の撤営に参加しただけだが、これだけでかなり疲れた。やはり部外者

イ t1l\i°f）~子勾（ゆ
I I 1）~く ~If

区sil注量元.：.：：.;TI民三幹：｛，8)1 z 78 (:r.. 
がキャンプにだけ参加するのは、いろいろ気を使うことにな勺大変しんどい。わざわざ

と一報生校一t14湿

参加してくれた千種君、徳岡君、下坂君には感謝している。

いろいろと書いてきたが、ゃるからには気合いをいれてやるので宜しくお願いします。
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下記のとおり申請登録をする

2 1名

1 ）平成6年2月20日

回委員
l l 

ぞろc; 2 l !J口ノ＼ノ＼長三129名カブスカウト

ノj、JI I 民§ ［＞昆主耳叉J及イベ二正型 16
2 1名ボーイスカウト

( fl章主害）作十二l イ呆［I食申請

l 3名シニアスカウ卜

L：λ」二
1 8 f, ローハスカウ卜

主宰ス仁茂幸良壬苦言雪

1 9名維持会員

1 2 l名言十メ生、
仁コ

団委員会開催毎月第2日曜日8月を除き2) 
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民弓f !& 主日 手当 幸良 三上二
Eご？’

育成会費及び年間行事費の納入は毎月 5日に

京都銀行 出町支店にて自動引き落としになっております。

前日までに各自の残高をお確かめの上、ご入金頂きますよう

今後共ご協力お願い申し上げます。

予言子伝文妥当主主主ヱヨととJ号、壬干三長司千子妻子王室雪

＼＼＼  ＼＼＼  c S 隊 B S 隊 s S 隊

育成会費Cl1R分） 1. 5 0 0円 1. 5 0 0円 1. .s 0 0円

年間行事費Clヶ月分） 2. 0 0 0円 2. 0 0 0円 1. 5 0 0円

fl 計 3, 5 0 0円 3. 5 0 0円 3. 0 0 0円

＊同一保護者で二名以上のスカウトが在籍する場合、

2人目以上は育成会費を 50 0円控除した金額を

納めて頂きます。

財政
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岡本

丹羽

佳子

武

ff! 貝オ 互交 弓月 予告回

平成6年9月30日現在

摘 要 金 額 摘 要 金 額

普 通 預 金 1. 045. 812 団積立準備金 2. 200. 000 

定 期 預 金 2. 238. 518 団備品購入引当金 300. 000 

郵便振替口座 209 緑化募金還付積立金 160. 361 

現 金 4. 785 道標修理費預り金 52. 846 

立 替 金 40. 000 繰 越 金 616.117 

計 3. 329. 324 計 3. 329. 324 

者責三'L ~主主会字 句月来田

平成6年9月30日現在

摘 要 前年度量量生 本年度重立金 本年度支出 立年度量量生

国積立準備金 2. 200. 000 。 。2. 200. 000 
団備品購入引当金 300. 000 。 300. 000 

緑化募金還付積立金 139. 365 20. 996 。 160. 361 
道標修理費預り金 51.539 1. 307 。 52. 846 

計 2. 690. 904 22.303 。2. 713. 207 
上記の通り報告致します。

会計丹羽武骨
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二
平成7年度第38団育成会会計予算書（案）

生
口

抑
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A 
Z玉
A 
Z三成育司凶3 8 第度年成市ア 自平成6年 10月1日～至平成7年9月30日

収 人 の 部 支 出 の 部

摘 要 金 額 摘 要 金 額

入 団 諸 費 12,000 登 録 費 400, 000 

保 険 料 85, 000 

育 成 会 費 750, 000 ハウス管理費 210, 000 

団 f丁 事 費 150, 000 

各隊年間行事費 1, 120, 000 団 備 口ζ3口 費 80, 000 

内 (CS障19名） (450, 000) 研修補助費 50, 000 

(BS韓18名） (440, 000) 活動援助費 300, 000 

訳 (SS開13名） (230, 000) 各隊年間行事費 l, 180, 000 

(C S隊） (450, 000) 

維 持 ~三‘ 費 300, 000 内 (B S隊） (440, 000) 

訳 ( s s ~ま） (230, 000) 

(R S隊） ( 60, 000) 

慶 弔 費 30. 000 

交 際 費 40, 000 

会 議 費 40. 000 

印 刷 費 70,000 

団 事 務 費 40, 000 

前年度繰越金 616,117 予 備 費 123, 117 

計 2, 798, 117 計 2, 798, 117 

（単位・円）

（単位：円）

収 人 の 部 支 出 の 音fl

摘 要 金 額 摘 要 金 額

回積立準備金 2,200,000 登 録 費 403, 200 
団備品購入引当金 300, 000 保 険 料 85, 400 
緑化募金還付積立金 139,365 ハウス管理費 207' 900 
道標修理費預り金 51, 539 回 rr 事 費 147,917 
人 団 諸 費 14, 000 団 備 ロロロ 費 134, 265 
育 成 iii 費 748, 000 研 修 補 助 費 45, 340 
各隊年間行事費 L 098, 500 活 動 援助 費 307,418 
内 (C S隊） (478, 000) 各隊年間行事費 1, 017, 453 
(B S隊） (436, 000) 内 (C S隊） (384,250) 

訳 cs S隊） (184. 500) (B S隊） (461. 403〕
維 持 メヱミ込ミ 費 399, 000 cs S隊） (171, 450) 
賛 助 メヱ込三〈 費 10, 000 訳 (R S隊） 。）
預 金 手lj 怠 74, 107 慶 弔 費 15. 150 
雑 収 入 16, 120 うと 際 費 20, 000 
緑化募金還付金 17,208 印 刷j 費 95, 944 

ρ~ 、 議 費 13, 648 
問 事 務 費 37.289 
団積立準備金 2, 200, 000 
団備品購入引当金 300.000 
緑化募金還付積立金 160, 361 
道標修理費預り金 52,846 

前年度繰越金 792,059 次年度繰越金 616, 117 

計 5,859,898 計 5, 859, 898 

、ド成6年9月30日平成5年 10月1日～至自

治~i\
武Is三ciコ
比一~c1「ゾ、＼、－〆／

平成6年 lOJllO日
団会計丹羽

証拠書類共に

上記の通り相違ないことを報告致します。

平成6年度の会計を監査した結果、帳簿．
相違ないことを確認しました。

武羽

＊予算の各項目閣の流用を認める。

尚、団事務費の中に銀行口座引落子数料が含まれています。

団会計丹
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